




Ⓒt.nanba



Ⓒt.nanba



Ⓒt.nanba



•



•



•



Ⓒt.nanba



Ⓒt.nanba



Ⓒt.nanba



Ⓒt.nanba



Ⓒt.nanba



Ⓒt.nanba



(％) (百万円)

1 大 阪 市 128.4 1 川 崎 市 67.1 1 川 崎 市 4,082,797 1 川 崎 市 5.93 1 川 崎 市 104.0 1 さいたま市 804,799

2 名 古 屋 市 111.2 2 福 岡 市 64.5 2 横 浜 市 3,926,912 2 堺 市 5.19 2 横 浜 市 103.7 2 川 崎 市 709,895

3 福 岡 市 108.8 3 仙 台 市 63.6 3 大 阪 市 3,574,713 3 横 浜 市 5.12 3 相 模 原 市 101.9 3 千 葉 市 704,576

4 京 都 市 108.4 4 大 阪 市 63.5 4 堺 市 3,478,169 4 千 葉 市 5.01 4 さいたま市 101.4 4 横 浜 市 666,560

5 仙 台 市 105.1 5 さいたま市 63.4 5 神 戸 市 3,421,055 5 神 戸 市 4.94 5 札 幌 市 100.9 5 名 古 屋 市 639,823

6 静 岡 市 102.9 6 横 浜 市 63.0 6 名 古 屋 市 3,296,873 6 北 九 州 市 4.84 6 京 都 市 100.8 6 相 模 原 市 631,786

7 岡 山 市 102.8 7 名 古 屋 市 62.3 7 広 島 市 3,100,840 7 京 都 市 4.82 7 千 葉 市 100.7 7 静 岡 市 628,816

8 神 戸 市 102.3 8 相 模 原 市 61.9 8 京 都 市 2,462,017 8 広 島 市 4.81 8 大 阪 市 100.3 8 浜 松 市 624,663

9 北 九 州 市 102.1 9 千 葉 市 61.2 9 北 九 州 市 2,322,094 9 名 古 屋 市 4.74 9 静 岡 市 100.0 9 堺 市 614,880

10 熊 本 市 101.6 10 札 幌 市 61.0 10 静 岡 市 2,120,264 10 相 模 原 市 4.66 10 仙 台 市 99.7 10 新 潟 市 613,427

11 新 潟 市 101.3 11 京 都 市 60.7 11 浜 松 市 1,965,611 11 大 阪 市 4.64 11 堺 市 99.4 11 広 島 市 612,143

12 広 島 市 101.1 12 広 島 市 60.6 12 相 模 原 市 1,327,816 12 静 岡 市 4.52 11 神 戸 市 99.4 12 京 都 市 598,505

13 札 幌 市 100.0 13 岡 山 市 60.4 13 千 葉 市 1,276,022 13 浜 松 市 4.44 13 名 古 屋 市 99.2 13 大 阪 市 592,301

14 浜 松 市 99.1 14 熊 本 市 59.7 14 新 潟 市 1,146,898 14 さいたま市 4.20 14 新 潟 市 99.0 14 札 幌 市 581,372

15 千 葉 市 98.1 15 神 戸 市 58.8 15 岡 山 市 1,065,654 15 仙 台 市 4.12 14 熊 本 市 99.0 15 福 岡 市 579,466

16 堺 市 94.1 16 浜 松 市 58.7 16 仙 台 市 994,363 16 岡 山 市 4.10 16 広 島 市 98.9 16 岡 山 市 555,070

17 さいたま市 92.9 17 堺 市 58.5 17 さいたま市 889,196 17 新 潟 市 3.91 17 浜 松 市 98.4 17 仙 台 市 552,466

18 横 浜 市 92.5 18 新 潟 市 58.3 18 札 幌 市 589,606 18 熊 本 市 3.81 18 北 九 州 市 98.2 18 神 戸 市 534,628

19 相 模 原 市 88.9 19 静 岡 市 57.9 19 福 岡 市 582,268 19 福 岡 市 3.64 19 岡 山 市 97.9 19 熊 本 市 531,390

20 川 崎 市 87.3 20 北 九 州 市 56.0 20 熊 本 市 458,054 20 札 幌 市 3.42 20 福 岡 市 97.8 20 北 九 州 市 504,323

昼夜間人口比率 15 ～ 64 歳 人 口 割 合 製造品出荷額等
従 業 者 1 人 当 た り
現 金 給 与 総 額

(百万円)

令和4年消費者物価地域差
指数（年平均）

令和4年家計調査
令和2年国勢調査
昼間人口÷夜間人口（常住人口）×

100
令和2年国勢調査 2020年工業統計調査

2020年工業統計調査
現金給与総額÷従業者数

(円)

消費者物価地域差指数
(総合・全国平均 = 100)

勤労者世帯の1世帯当たり
平 均 1 か 月 間 の 実 収 入



(歳) (％) (％) (万円)

1 静 岡 市 47.9 1 川 崎 市 11.9 1 川 崎 市 25.6 1 川 崎 市 60.8 1 川 崎 市 11,762 1 札 幌 市 29,671

2 浜 松 市 47.2 2 横 浜 市 8.3 2 横 浜 市 23.7 2 さいたま市 58.2 2 横 浜 市 11,302 2 横 浜 市 26,627

3 北 九 州 市 47.1 3 さいたま市 6.5 3 さいたま市 21.2 3 仙 台 市 58.0 3 千 葉 市 11,020 3 川 崎 市 26,209

4 新 潟 市 47.0 4 千 葉 市 5.4 3 神 戸 市 21.2 4 横 浜 市 57.5 4 札 幌 市 9,995 4 千 葉 市 26,019

5 神 戸 市 46.8 5 福 岡 市 5.3 3 福 岡 市 21.2 5 新 潟 市 57.0 5 神 戸 市 9,788 5 さいたま市 24,774

6 熊 本 市 46.5 6 相 模 原 市 5.0 6 京 都 市 20.9 6 千 葉 市 56.4 6 さいたま市 9,779 6 相 模 原 市 23,582

7 札 幌 市 46.2 7 大 阪 市 4.9 7 熊 本 市 20.8 7 広 島 市 56.2 7 名 古 屋 市 9,272 7 広 島 市 23,539

8 堺 市 46.0 8 札 幌 市 4.2 8 相 模 原 市 20.7 8 名 古 屋 市 55.5 8 仙 台 市 9,150 8 名 古 屋 市 22,015

9 京 都 市 45.9 9 仙 台 市 4.0 9 札 幌 市 20.4 8 岡 山 市 55.5 9 大 阪 市 9,053 9 堺 市 21,175

10 相 模 原 市 45.8 10 名 古 屋 市 3.9 9 千 葉 市 20.4 8 北 九 州 市 55.5 10 相 模 原 市 8,709 10 岡 山 市 20,714

10 岡 山 市 45.8 11 広 島 市 3.0 11 仙 台 市 20.2 11 浜 松 市 54.9 11 広 島 市 8,186 11 熊 本 市 20,025

12 横 浜 市 45.7 12 神 戸 市 2.9 11 岡 山 市 20.2 12 福 岡 市 54.8 12 福 岡 市 7,987 12 仙 台 市 19,794

12 広 島 市 45.7 13 京 都 市 2.8 13 名 古 屋 市 19.9 13 札 幌 市 54.5 13 岡 山 市 7,861 13 神 戸 市 17,489

14 千 葉 市 45.6 14 堺 市 2.5 14 大 阪 市 19.2 14 熊 本 市 54.3 14 新 潟 市 7,579 14 福 岡 市 16,855

15 名 古 屋 市 45.3 15 岡 山 市 2.4 14 広 島 市 19.2 15 相 模 原 市 54.0 15 京 都 市 6,643 15 新 潟 市 16,616

16 仙 台 市 45.0 16 新 潟 市 2.3 16 北 九 州 市 18.9 16 大 阪 市 53.4 16 堺 市 6,636 16 大 阪 市 16,109

16 さいたま市 45.0 16 静 岡 市 2.3 17 堺 市 18.7 17 堺 市 53.1 17 浜 松 市 6,258 17 浜 松 市 15,962

18 福 岡 市 44.9 18 熊 本 市 2.1 18 新 潟 市 17.7 17 神 戸 市 53.1 18 熊 本 市 6,159 18 北 九 州 市 13,970

19 大 阪 市 44.8 19 北 九 州 市 1.8 19 浜 松 市 16.8 19 静 岡 市 52.5 19 静 岡 市 5,597 19 京 都 市 13,678

20 川 崎 市 43.7 20 浜 松 市 1.3 20 静 岡 市 16.2 20 京 都 市 49.3 20 北 九 州 市 5,196 20 静 岡 市 13,550

令和４年就業構造基本調査
令和2年国勢調査

情報通信業就業者÷15歳以上就業
者数※×100

令和2年国勢調査

専門的・技術的職業従事者÷15歳
以上就業者数※×100

令和2年国勢調査

正規の職員・従業員÷15歳以上就
業者数※×100

令和3年経済センサス－活動調査

織物・衣服・身の回り品小売業年間商品販売

額÷織物・衣服・身の回り品小売業事業所数

令和3年経済センサス－活動調査

飲食料品小売業年間商品販売額÷
飲食料品小売業事業所数

(万円)

有業者の 平均年齢
情 報 通 信 業
就 業 者 の 割 合

専 門 的 ・ 技 術 的
職 業 従 事 者 割 合

正 規 の 職 員 ・
従 業 員 の 割 合

1事業所当たり織物・衣服・身の回
り 品 小 売 業 年 間 商 品販 売額

1事業所当たり飲食料品小売業年
間 商 品 販 売 額

(％)







•

•

rank

1 福岡市 7.1%

2 特別区部 6.9%

3 熊本市 6.4%

4 札幌市 6.3%

5 大阪市 6.3%

6 横浜市 5.9%

7 川崎市 5.8%

8 仙台市 5.8%

9 岡山市 5.5%

10 名古屋市 5.5%

11 さいたま市 5.3%

12 広島市 5.1%

13 千葉市 5.0%

14 京都市 4.9%

15 堺市 4.8%

16 神戸市 4.7%

17 北九州市 4.6%

18 静岡市 4.5%

19 相模原市 4.4%

20 浜松市 4.1%

21 新潟市 3.8%

2016年～2021年
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清水区庵原町
葵区竜南

清水区草ケ谷

葵区下

葵区小瀬戸

葵区飯間 葵区羽鳥本町



清水区庵原町

葵区油山
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SpeedaSpeeda



新たな社会システムが
次々生まれ、社会や

市民生活が良くなる。

多様なプレーヤーが
共創する地域

【現状】市内SUの資金調達額
全国:7,793億円

静岡県:190億1300万円
静岡市:15億2800万円

(参考)浜松市:71億4000万円
⇩

【目標】市内SUの資金調達額
静岡市:48億0228万円

(+32億7428万円）

【現状】SU企業数
全国:14,943社
静岡県:134社
静岡市:21社

(参考)浜松市:73社
⇩

【目標】SU企業数
静岡市:66社(+45社)

【現状】SUと連携したいと考える中
小企業の割合
全国:20％

静岡市:調査中
⇩

【目標】SUと連携したいと考える中
小企業の割合

全国平均を上回る。

出所

算出 年間平均増加件数から算出
(立地促進事業 ５件、ファイナンス支援事業 １件、
自然増加３件)

株式会社ユーザベース「Speeda」より 株式会社ユーザベース「Speeda」より

静岡市の統計については、「静岡市景況
調査」にて集計予定

SU企業数増加率を資金調達額に乗じて
算出

（注：今後、「静岡市スタートアップ支援戦略」を策定する予定
であり、その中で改めて目指す姿・目標を設定する。）



共創を推進する
リーダーを増やす。

（企業・行政・支援者・学生）

社会課題解決への
資金流入を増やす。

社会インパクトを創出する。
（インパクト評価の確立・効果の可視化）

戦
略
に
基
づ
く
取
組

知・地域
共創コンテスト

市内企業
イノベーション
創出支援事業

次世代人材
育成事業

ファイナンス
支援事業

スタートアップ
コミュニティ

（エコシステム）
形成事業

共創事業の創出・
社会課題を解決

起業家精神を
持った若者の育成

市からの直接出資・
資金調達支援

支援ネットワーク
構築等環境整備

共創事業による市内企業の
成⾧・生産性向上、ローカル

ゼブラの創出等





スタートアップ



西部

中部

東部

西部 東部

SHIP（静岡県）

コ・クリエーション
スペース（静岡市） その他

コミュニティ拠点

FUSE（浜松市）
その他

LｔG（三島市）

ぬましんCOMPASS
（沼津市） その他

中部



UNITE
BRIDGE
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課題現状 想定される支援策
【生産性の向上】

【産業の新陳代謝】

【経営基盤の強化】

【価格転嫁・取引適正化】

【人材のリスキリング】
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第
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コインパーキング コイン パーキング

セブンタウンビル

①

シーウエイブ七間町

①②③
更地

タカラ堂ビル ①
⑰ ⑯

④
静岡東宝会館

⑤

③ ④
藤ビル

⑤
⑥

②

⑨ ⑧ ⑦
ビル名不明  ②

是永

④ ③ ②
オギタ計器

①

⑬ ⑭ ⑮

⑤

Kビル  ④

⑥

トンボヤビル ③

⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪
⑫

①
イーリス

⑫ ⑪

⑩ ⑪ ⑫ ⑬

⑤

ウイングホテル

⑭

シンワビル

⑥

④
④ ③ ① ⑩ ⑨ ⑤

⑤

②

村上開明堂ビル

⑨

静岡中央ビル

⑩
⑧ ⑦② ⑥

⑫① ミライエ七間町ビル ① ⑭

⑥ ⑦ 村上開明堂第2ビル

⑧
③

⑥

⑱

⑲ プラザプリモ②
⑬

⑧ ⑨
⑩ ⑪④

キタムラヤビル

③⑭ ⑮

スルガ銀行

⑯

エビスヤビル

⑤ ⑥ チサン

マンション

⑦

②

銀河ビル⑰⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫ ⑬

⑦ ⑤ ④ ③

七間町ハイム

⑯

⑨ ②
斎藤ビル

①

②

⑤ ④ ③

名称不明 ⑭

③

大阪屋 ⑮

⑩ ⑪
弁慶

⑫
⑬

ARTIE

①⑧ ⑦ ⑥

ﾄﾝﾎﾞﾔﾋﾞﾙ

①
⑬ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤

ﾌﾗﾝｾﾋﾞﾙ

③

②

⑫ ⑪ ⑩ ⑨

静岡伊勢丹

①

④
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世界各国で「海洋」をテーマにした産業クラスターが次々と設立
日本では静岡・駿河湾で誕生

The BlueTech Cluster Alliance 加盟機関及びBlue Tech Week 2019 参加機関（TMA BlueTech 資料より）

Forum Oceano

TMA BlueTech

Oceans Advance

PLOCAN

Pole Mer Mediterranee

UK Blue Growth Network

GCE Ocean Technology

Pole Mer Bretagne Atlantique

MaOI

MIST

TMQ
Water Campus

Caribbean Blue Cluster

Washington Maritime Blue

Baja Maritime Cluster

Alaska Ocean Cluster

ブルーテッククラスター：世界が海洋に注目して取組みを強化…
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…



海洋研究・技術開発機能
【FS-BX PARC 】の
拠点施設
・研究棟
・実験施設
・倉庫
・資材置場等

江尻、日の出へ

【日の出地区】
MaOI機構
（事務局・産学交流）
海洋・地球ミュージアム

マリン・リゾート
（ホテル等）

クルーズ・観光拠点
海洋関連産学機能
・大学
・研究機関
・企業等

マリーナ・ビオトープ

•

•
•

日の出地区へ

三保内浜地区へ
水上交通アクセ
ス

JR清水駅から
徒歩３分＋水上
バス10分

江尻地区・
JR清水駅へ

2028年度を目途に
先行的に利用可能な
土地や岸壁を整備

三保内浜
マリンレジャー＆
リゾートエリア

海洋研究船の
活動拠点（岸壁）
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合計2029以降2028202720262025

264,000㎥62,400㎥57,600㎥57,600㎥57,600㎥28,800㎥受入土量
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この差を有効活用
されていない
「未利用・低利用農地」
と推定
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2003 2022

全国及び静岡県,近隣２県,静岡市の農業算出額推移

（2003年度を100％としたときの20か年推移比較）

図１

2014

※2007～2013年は市町村単位の統計なし
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約25年で
茶農家数は約１/７
茶園面積は約１/３と大幅に減少



全盛期の６分の１以下まで減少
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スライド 196

0 学校給食の供給食数は、各品目ごとの供給数の合計（大根8,000食、人参8,000食、米1,000食、計17,000食）である。ただし、大根と人参については、汁物で同時に
使われたため、大根と人参の16,000食については、8,000食としてカウントすることが正しかった。そのため、丸子給食センター8,000食と庵原・由比給食センター1,000食の計
9,000食が正しい数字となる。
, 2025-07-09T01:17:30.942
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